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オニヒトデが和歌山県白浜町の中大浜海岸ヘ
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熱情系のオニヒトデ、Acanthastθrplancj (Linnaeus）の 1個

体が，強風日の直後，和歌山県白浜町の中大浜の海岸（砂

浜部の長さは 1300m）に今から 9年前に 1{01休が漂着した

（久保田・樫山， 2009）。今回，その海岸で本種の l{li~I体が

再び漂着していたので記録する。その個体は色彩が失われ，

腕の大半が破損し，全体が乾燥したもので，間隔長が約37

mmで， 2017年 12月 14日に湖上帯で発見した （図 1）。

和歌山県白浜町では次の様に幾つかのオニヒトデの出現

記録がこれまでになされている。（1 ) 1959年一 1997年：

番所崎周辺海域（田名瀬・久保田 1997); ( 2) 2004年

以降： 京都大学瀬戸臨海実験所北浜や塔島岩礁（久保田，

2006) ; 白浜町瀬戸漁港（久保田 2006); 白浜町中大

浜（上記）； 鴨居海岸（久保田・新稲， 2010）等。この記
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録中では，我が国の本州沿岸への本種の初出現記録は白浜

付－近であったことに留意されたい（1959年 2月に田辺湾沖

の瀬戸ケ瀬： cf.田名瀬・久保田 1997）。なお，本種の漂着

記録はあまりないことにも留意されたい。

オニヒトデ、は今や田辺湾周辺海域を含む和歌山県沿岸で

凍死しないで，越冬して成長し続けているのは確かであろ

う。地元新聞の紀伊民報でもその様な事象が最近取り上げ

られているし， 2017年にも京都大学瀬戸臨海実験所北浜の

岩礁で筆者は生休を見かけている（久保田， 2017）。オニヒ

トデ到守はたった l科 l属2種の小さな分類群であるが，紀

伊半島沿岸では 2種とも発見されており，両者の大量出現

には今後も注意しなければならない。なぜなら，インドー

西太平洋に広分布するオニヒトデは突発｜刊に大発生し，造

礁サンゴ類のミドリイシ類を特に食害して殺してしまうの

は周知だからである。
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図1 和歌山県白j兵町の中大浜の海岸lこ2017年 12月 14日にj票着し

ていたオ二ヒトデ、Acanthast，θrp白nc／ 




